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要約

近年、被災者の食の問題に対しては多面的に対応策等が検討されるようになったが、災害現場で活動する消防隊員の

“食”については、これまで重要視されてこなかった。しかし、発災事の消防隊員の人命救助をはじめとした災害対応

業務が、適切に充分実施されるためには、活動を支える“食”が適切であることが重要である。そこで、消防隊員の推

定エネルギー必要量を過去の文献等から推定し、さらに東日本大震災の際に救助活動に参加した消防隊員に対する質問

紙調査およびヒアリング調査の結果を加え、活動食および補給食が備えるべき栄養条件、食形態等の必要要件を検討し

た。その結果、1日の必要エネルギー量は約 4,000 kcalと推定された。また、活動食が有するべき望ましい条件としては、

飽きのこない温かい米飯中心のメニューが、補給食としての望ましい条件は、携帯性に優れ摂取時に飲料を必要としな

いメニューが望まれることが明らかとなった。

キーワード：消防隊員、活動食、補給食、必要エネルギー量

Summary 
　　　In recent years, the issue of “Food” for evacuees has been considered multifacetedly. On the other hand, the “food” for Fire­Fight­
ers working in disaster areas has not been well­considered. In order to appropriately and adequately carry out the disaster response work 
including Fire­Fighters’ lives during rescue under disasters, it is important to properly take and digest “food” that is both nutritious and 
balanced (energy value) to support their high­effort and high­risk activities. Therefore, in this study, we estimated the energy requirement 
of Fire­Fighters using data from past literatures. We also examined the questionnaire survey and hearing survey data from the Fire­Fighters 
who had participated in rescue activities during the Great East Japan Earthquake (2011). Finally, we analyzed necessary conditions of res­
cue food such as nutritional components and food form (packing) for Fire­Fighters. Our results revealed the amount of energy required per 
day to be approximately 4,000 kcal. It is our view, that Fire­Fighters desire a good meal such as warm cooked rice with rich food variety 
for effectively performing the rescue duties. As a supplementary meal, the need for portability and no water usage was also clarifi ed.
Keywords: fi re­fi ghters, high­speck nutritional stockpile food、high­speck nutritional stock supplmental food, energy requirement

Ⅰ．緒言

我が国は世界有数の自然災害多発国である。1995 年

に起きた阪神・淡路大震災を契機に発足した緊急消防

援助隊は、2011 年の東日本大震災や 2014 年の御嶽山噴

火災害、2016 年の熊本地震でも全国各地から派遣され

た。このような大規模災害発災後の消防隊員の消火活動

や人命救助といった災害対応業務は、通常の数時間程度

で終息する消防活動とは大きく異なり、活動期間が休憩

時間を十分に確保できずかつ従事活動が多岐に渡ること

から、その間の消防隊員のコンディションを維持するこ

とは、任務遂行のためにも極めて重要となってくる。と

くに発災直後から生存率が低下する 72 時間までの災害
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急性期は、人命救助を最優先に活動する極めて重要な時

期であることから、活動に従事する消防隊員にとって身

体的にも精神的にも負担が大きく過酷な時期である。そ

のような状況下においても適切な判断を下し、通常通り

のパフォーマンスを発揮するために、疲労を含む心身の

体調管理は必要不可欠である。望ましい体調を維持する

上で重要となるのが“食事と休息（睡眠）”である。近年、

被災者の食の問題、とりわけ最近では高齢者や乳幼児等

の要配慮者に対する食の問題については、対応策の検討

など、解決にむけての取り組みが取り上げられることが

増えてきている。しかしながら、災害現場で活動する消

防隊員の“食”について、これまでは重要視されてこな

かった現状がある。

本研究では、将来の発生が危惧されている首都直下型

大震災や南海トラフ大震災などの大規模災害に対応する

消防隊員の疲労管理に配慮した食事とはどのようなもの

であるかを検討した。とくに発災直後のライフラインや

流通が途絶し、かつ後方支援が十分に期待できない期間

に摂取する 1 日に 3 度の食事を「活動食」、それ以外の

補助的な食事（災害現場等で食べることも想定）を「補

給食」と定義（平成 25 年度「大規模災害発生時の隊員

の効果的な活動食の摂取方策に関する検証」1）の調査を

まとめるにあたって、「活動食」と「補給食」を前述の

とおり著者らが定義した）し、これらの“食”が備える

べき栄養条件、食形態等の必要要件を検討した。

Ⅱ．方法

1．消防隊員の推定エネルギー必要量の推定

日本人の食事摂取基準 20152）、類似の身体活動量であ

るアスリート向けの食事ガイド 3）を参考にした。また、

安定同位体で標識した水を飲むことにより、日常生活下

で消費エネルギー量を推定することが可能な「二重標識

水法」と、食べたものの食事記録から摂取エネルギー量

を推定する「食事調査」を用いて、消防隊員のエネルギー

量を推定した論文を検索した。

2．活動食に含まれるべき栄養素の種類と基準量の検討

日本人の食事摂取基準 20152）および類似の身体活動

量であるアスリート向けの食事ガイド 3）を参考にした。

3．東日本大震災の際に救援活動に参加した消防隊員に

対する質問紙調査およびヒアリング調査

東日本大震災に緊急消防援助隊として派遣された東京

消防庁消防隊員（有効回答 2,172 名）の自由記述を含む

質問紙調査の結果 1) のうち、派遣部隊や活動内容、体

調不良、食事・飲み物に関する自由記述を用いた。なお、

自由記述の集計はテキストマイニングの手法を用いた。

テキストマイニングとは、自由記述等の定性データ（テ

キストデータ）に対して、コンピュータを介して画一

的な視点・基準から分析する手法である 4)。具体的には、

得られた回答（文章）を単語又はフレーズ毎に切り分け

る処理（形態素解析）を実行し、前後の単語との結び付

きを含めて分析（テキストマイニング）し、その結果を

理解しやすい形態（共起ネットワーク図や出現頻度等）

で表現する。結果は、抽出された単語の出現頻度の高低

を円の大小で、単語同士の関連性の大小を線の太さで表

現する。この手法は、自由記述データの集計や抽出の際

に、分析実施者の主観に左右されることなく（恣意性を

排除し客観性を保持し）分析結果を得ることが可能な点

で優れている。またコンピュータを用いることで、多量

の自由記述データを短時間かつ容易に扱うことが可能で

ある。形態素解析（文章を単語あるいはフレーズ毎に切

り分ける処理）には茶筌（日本語自然言語処理システ

ム、奈良先端科学技術大学院大学松本研究室、http://

chasen-legacy.sorceforge.jp/）を、その後のテキスト

マイニングには、KHCoder（http://koichi.nihon.to/

psnl）を用いた。

Ⅲ．結果

1．消防隊員の推定エネルギー必要量の推定（表 1）

1-1．食事摂取基準

緊急消防援助隊として派遣された消防隊員の平均年齢

は 38.2 ± 10 歳（平均 ± 標準偏差）、全員が男性であっ

た 1) ため、日本人の食事摂取基準 2015（男性 30 ～ 49 歳、

身体活動レベル「高い（Ⅲ）」）を参照すると、推定エネ

ルギー必要量は 3,050 kcal である 2)。

1-2．二重標識水法

日本人 10 名の男性特別救助隊員（平均年齢 30 歳、

BMI 24.0 kg/m2）の 1日のエネルギー消費量を求めた研

究では、救助隊員 1当務（災害対応無し）のエネルギー

消費量は 4,009 ± 611 kcal という報告 5)、米国人 8名

の消防官（平均年齢 25 歳、BMI 23.8 kg/m2）の 1 日の

エネルギー消費量を求めた研究では、消防官 1当務（林

野災害対応有り）のエネルギー消費量は 4,878 ± 716 

kcal という報告 6)、米国人を対象に二重標識水法を用

いて様々な職業の被験者の 1日のエネルギー消費量を求

めた研究では、男性消防官（32 歳、BMI 26.7 kg/m2）の

1 当務（通常勤務体制下）のエネルギー消費量は 3,628 

kcal という報告がある 7)。

1-3．食事調査法

米国人の 11 名の消防官（男性 9名、女性 2 名、平均

体重 86 ± 9 kg、平均身長 183 ± 8 cm）を対象に、1

当務（通常勤務体制下）の摂取エネルギー量は 2,195 

± 699 kcal という報告 8)、日本人の 3交代制の消防官

において、出動が少ない場合では 1日の摂取エネルギー

量は 2,600 kcal 程度という報告がある 9)。

上記、1-1、1-2 および 1-3 の調査結果および参考資

料を表 1にまとめた。

 

表 1　消防隊員の推定エネルギー必要量の推定
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2． 活動食に含まれるべき栄養素の種類と基準量とその理由

表 1 より、活動食に含まれるべき栄養素の内容につ

いては、日本人の食事摂取基準を基本として、①災害対

応に伴って生ずる各種の身体的負荷への対応、②速やか

な疲労回復、③体調維持等の隊員の疲労管理を主眼とし

て、スポーツ栄養学的観点から強化すべきであると強く

考えられる栄養素について調整する方法が合理的である

と考えられる。調整にあたり、「アスリートのための栄

養・食事ガイド」3) を参考とした。大規模災害時の消防

隊員の対応については、高強度・長時間の活動も予想さ

れることから、日本人の食事摂取基準の示す推定エネル

ギー必要量 3,050 kcal は消防隊員の活動に対して過小

評価の可能性が高く、状況によっては 1 日あたり 4,000 

kcal を超えるエネルギーの消費に至ることも十分に有

り得ることが推測される。そのため、活動食と補給食を

合計した 4,000 kcal を 1 日に摂取するエネルギー必要

量の基準と決め、その結果として得られた各栄養素の目

標量については、表 2のとおりである。なお、日本人の

食事摂取基準から調整した項目については、それぞれ次

の理由による。

ア． エネルギー量については、活動に必要なエネルギーを摂取することを最優先とした。

イ． エネルギー比率をたんぱく質 13％、脂質 27％、炭水化物 60％とした理由として、本来であればたんぱく質のエネルギー比率を

15％としたいところではあるが、体重 70 kg として場合、計算上たんぱく質が体重 1 kg 当たり 2.1 g と過剰摂取になるため、炭

水化物のエネルギー比率を 60％に固定し、たんぱく質は体重 1 kg あたり 1.9 g の摂取でエネルギー比率 13％、それに伴い脂質

を 27％と設定した。

ウ． ビタミン A と Cについては、身体活動、また過度なストレスによって生じる活性酸素の除去に有効なため、アスリートの 1日の

目標値程度とした。

エ． ビタミン B1 と B2 については、エネルギーを生み出す経路において必要不可欠な補酵素であるため、アスリートの 1日の目標値

程度とした。

オ． カルシウムと鉄については、短期間であるため、1日の推奨量程度とした。

カ． 食物繊維については、通常生活下での食物繊維の摂取量（13.5 g）が 1日の目標量（20 g 以上）を下回っており、トイレ環境の整っ

ていない可能性も考え目標量程度とした。

キ． ナトリウム（食塩）については、1日の目標量程度とするが、生存率が低下する 3日（災害急性期）～ 5日程度かつ食べ易さ（お

いしさ）を優先するため、この値を上回る摂取も許容することとした。

ク． カリウムについては、食塩の摂取量が多くなることが予想され、高血圧予防の観点から 3,500（3,000）mg/ 日とした。

表 2　活動食に含まれるべき栄養素の種別と基準量

※  1 日の運動時間や体格、競技特性の違いや期分けの違いで、必要となるエネルギー量が異なるため、

消防隊員向けの目標値に近い 2つのパターンを載せる。

表 3　派遣場所と派遣期間、主な派遣部隊
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3． 東日本大震災の際に救援活動に参加した消防隊員に

対する質問紙調査およびヒアリング調査

3-1． 緊急援助隊として現地で活動した消防隊員の特性

（表 3）

派遣場所を 6 か所に分類し、それぞれの派遣期間お

よび主な派遣部隊について示した。気仙沼市への派遣が

74％と最も割合として高く、かつ 5日間と平均派遣期間

（3.8 日間）よりも長い結果となった。

3-2．派遣場所と活動内容（図 1）

活動を 17 種別に分類し、それぞれの派遣場所での活

動内容を調査した。その結果、気仙沼市で注水作業をし

た割合が最も高く、派遣場所によって活動内容が大きく

異なることが明らかとなった。

3-3．派遣期間中の体調不良の症状（図 2）

体調不良を 17 種別に分類し、それぞれの派遣場所で

どのような体調不良が生じたのかを調査した。その結果、

半数近い人が何らかの体調不良を生じ、その中では便秘

も割合が最も高いことが明らかとなった。

3-4．自由記述項目のテキストマイニングによる分析集

計から得られた結果

定性的なデータである自由記述から、食事と飲み物に

関する意見を抽出し、テキストマイニングの手法 4) を

活用して分析し、①単語の出現頻度の集計、②単語同士

の関連の強さを共起ネットワーク図として示し、全体の

傾向を把握した。

ア．提供された中で良かった食べ物等（図 3）

「カレーライス」、「カップラーメン」、「レトルトご飯」

などが大きく示されており、「温かい」「食べ物」との関

連が見られることから、寒い時期であったために体の温

まる温かい食べ物や、「ホットコーヒー」などの温かい

飲み物が好まれていたと解釈できる。また、「魚肉ソー

セージ」や「魚」「サバ」の「缶詰」、「野菜ジュース」、「栄

養バランス食品」、「栄養ドリンク」、「ゼリー」などが大

きく示されており、これらはタンパク質や食物繊維、ビ

タミン、ミネラルを多く含む食品であることから、体調

管理を期待できる食品が好まれていたと解釈できる。

図 1　派遣場所と活動種別の内訳

図 2　派遣場所と派遣期間中の体調不良の内訳（参考文献 1）の図 8を転用）
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イ．提供された中で良くなかった食べ物等（図 4）

「甘い」「菓子」「パン」や「カップラーメン」が大き

く示されており、これらの食品が好まれていなかったと

解釈できる。前述の提供された中で良かった食べ物等で

は肯定的な食品として挙がっていた「カップラーメン」

「レトルト」などの各食品が、「種類」「少ない」「飽きる」

と関連していることから、提供される食品の種類の少な

さは飽きに繋がり、同じ食品でも否定的な意見に変容す

ると解釈できる。

ウ．あった方が良いもの、持参して良かった食品等（図5）

各自で自由に使うことができる「ペットボトル」入り

図3　提供された中で良かった（好んで食べた、食べ続けられた）もの（共起ネットワーク図）（参考文献 1）の図10を転用）

図 4． 提供された中で良くなかった（食べなかった、すぐ飽きた）もの（共起ネットワーク図）

（参考文献 1）の図 11 を転用）
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の「飲料」「水」や ｢ 茶 ｣、補給食として手軽に摂取で

きる「チョコレート」「飴」「ガム」などが派遣先で特に

重宝したと解釈できる。また、暖をとるための「温かい」

「食べ物」「飲み物」や、「ビタミン」「不足」に対して「野菜」

「ジュース」や「果物」、あるいは「サプリメント」など

が求められていたと解釈できる。

3-5．活動食に求められる機能的な要件

大規模災害に従事する消防隊員がライフライン等の途

絶する状況の中で摂取する活動食について、エネルギー

量や含まれる栄養素などの栄養学的な領域以外で備える

べきと考えられる要件は、アンケートの結果等から表 4

に掲げるとおりである。

Ⅳ．考察

大規模災害発生時に消防隊員が食べる「活動食」およ

び「補給食」が備えるべき栄養条件、食形態等の必要要

件を過去の文献等から検討および、消防隊員に対する質

問紙調査・ヒアリング調査から推定した。

過去の文献調査等 5 ～ 9) より、活動の内容（強度）や

継続時間に比例し消費エネルギーも増大することが示

されている。大規模災害時の対応については高強度・

長時間の活動も予想されることから、状況によっては

1 日あたり 4,000 kcal を超えるエネルギーの消費に至

ることも十分に有り得ることが推測される。そのため、

大規模災害時の活動食の推定エネルギー必要量として

4,000kcal を基準とすることが妥当であると考えられる

が、従事する作業内容によって活動量には幅があること

が推察され、さらに現在の備蓄状況を踏まえる 11）と急

に不足分を補うことは困難であると予想される。当面の

目標値として、3,000 から 4,000 kcal 程度と幅を持た

せることも必要かもしれない。摂取エネルギーの過不足

による生理的側面に及ぼす影響としては、運動や肉体労

働などの身体のエネルギー代謝が活発に行われた結果生

ずるエネルギー源の枯渇は、疲労の主たる原因であるこ

とが知られている 12)。災害現場で活躍する消防隊員に

とって、疲労による集中力やコンディションの低下は深

刻な不測の事故に繋がる可能性を高めることから、摂取

エネルギー不足に起因する疲労は避けなければならない。

一方で、摂取エネルギーの過剰により生ずる肥満等の健

康上の問題は、出現までに数か月を要すると言われてお

り、大規模災害時に活動食を摂取する期間として想定さ

れる数日～数週間（2 の質問紙調査の結果では 3.8 ± 

1.6日(平均 ± 標準偏差)）については、摂取エネルギー

量が過多になる場合があったとしても、直ちに健康被害

が生じる可能性は小さいこと、不足した場合は比較的短

期間にその影響が身体にも生じることから避けるべき事

態であることからも、不足を起こす心配が少ないエネル

ギー必要量を設定することは、許容されうると考える。

以上の調査等結果（表 1、表 2、図 3、図 4、図 5）と

表 4を抽象化し、これから入手可能な活動食および補給

食になり得る食品等が有するべき主要な要件を求められ

る要件の優先度も考慮して、表 5にまとめた。

主な活動食の対象期間は、発災直後の人命救助、そし

て物資の調達が困難になることが予想される 72 時間（3

日間）であると考えられるが、東日本大震災の緊急援助

隊の派遣期間は平均 3.8 日、最も派遣部隊が多かった気

仙沼市では平均 5日という結果となっている。また災害

の規模によっては、さらに活動食の対象期間が延びるこ

とが予想されるが、後方支援からのサポートが得られる

ことや、活動内容も徐々に変化し活動量が減ってくるこ

とが推察されること、さらに総務省消防庁から出された

「平成 24 年度緊急消防援助隊広域活動拠点に関する調査

図 5　食事・飲み物について、あった方が良いもの、自分で持参してよかったもの（共起ネットワーク図）

（参考文献 1）の図 12 を転用）
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表 4　活動食に求められる機能的な要件と理由（参考文献 1）の表 4を転用）

表 5　活動食と補給食に求められる要件や機能と理由
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報告書」よって、各消防本部は 72 時間以上活動可能な

食糧、飲料水を準備することが求められている 13）こと

から、次の災害に備えた活動食を必要とする日数に関し

ては、3日が妥当であると考えられる。

大規模災害発生時に活動に従事する消防隊員が、ライ

フラインが途絶した中で摂取する活動食は、災害の規模、

社会的混乱、ライフラインの途絶の程度、季節等の環境

に左右されることなく確実に摂取できることが重要であ

る。またその活動食の内容については、過酷な状況の中

で災害対応に従事し、派遣期間体調を崩すことなく継続

的に消防隊員が力を発揮するのに十分なエネルギーや栄

養素を含む必要がある。これらは、大規模災害発生時に

一般市民が命を繋ぎ止める目的で摂取する非常食に求め

られる要件とは大きく異なり、その形態や付随する機能

も特殊である。これらを踏まえると、大規模災害に従事

する消防隊員が摂取する活動食のあるべき姿とは、「ラ

イフライン等が途絶した状況において、災害対応する消

防隊員の疲労管理に配慮された内容で、備蓄や配給が効

率的に行える形態の食事」と言える。

今後の課題として、実際に災害対応に従事している隊

員、または災害を想定した訓練の際の、部隊種別また活

動種別毎の活動量を測定し、必要エネルギー量を推定す

ることにより、災害救援活動にはさまざまな活動が含ま

れることから、より具体的な摂取エネルギー量について

目標を立てることができると考えられる。

Ⅴ．結論

先行研究や、アスリートに適したエネルギーおよび

栄養素等摂取量を参考に、救助活動中の消防隊員のコン

ディション維持と能力発揮に望ましい摂取エネルギー量

について検討した結果、1日約 4,000 kcal と推定された。

また、活動食が有するべき望ましい条件として、飽きの

こない温かい米飯中心のメニュー、補給食としての望ま

しい条件は、携帯性に優れ摂取時に飲料を必要としない

メニューが望まれることが明らかとなった。
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